
 

       
Ⅰ 実践テーマの趣旨 

   授業改善推進チームの主たる業務は、勤務校の教員と連携してティーム・ティーチング等を行い、 
学校全体の授業改善に資することにある。網走市授業改善推進チームは、各学校における授業改善に 
向けた取組を「共通・一貫・徹底」させるために、教務部や研修部との連携を強め、学校課題や個  々
のニーズに応じたミニ研修や資料提供を行った。また、勤務校には毎年複数の初任段階教員が配置さ 
れるため、人材育成の観点を踏まえた取組も進めている。  

Ⅱ 実践の内容 
１ 「主体的・対話的で深い学び」の実現に向けた授業実践の共有 
授業改善推進チームは、３校の全学年の授業に携わっていることから、実践記録の蓄積が可能で

あるため、推進教員と学級担任とのＴＴにおける「言語活動例」や「板書」、「子どものノート」等

の好事例を記録し、写真データを全教職員が共有できるようにしている。板書等の写真は、学年、 
教科ごとにフォルダを作成して整理し、

更新、蓄積できるようにした。他校の

実践も参考にできるため、多くの教員

が閲覧している。   
２ 打合せ・授業反省の充実 

 授業前には「本時のねらい」「ねらいを達成させる具体的な方法」等について打合せを行い、授

業後には「ねらいが達成できたか」「どこがよかったか」「どうすればより理解が深まったのか」等

について、省察する場面を設けている。推進チームの勤務は３週に１度であるため、推進チーム不

在の期間の取組も踏まえて打合せと授業反省を行っている。 
学力の向上には教室環境を含めた学級経営の充実が肝要であることから、若手教員との打合せに 
おいては、授業だけではなく 
幅広い視点から具体的な助言 
を行うよう留意し、メンター 
形式で実施している。   

  ３ ＴＴの工夫改善 
ＴＴの場面では、Ｔ２として個別の指導を担うだけでなく、より効果的なＴＴができるよう、Ｔ

２活用例を複数示した。 
① 話合い活動でＴ１、Ｔ２がモデルとなる。 
② Ｔ２がＴ１に児童の学習状況を伝え、Ｔ１が全体交流での指名順などを考える材料とする。 
③ Ｔ１とＴ２が途中で入れ替わって指導に当たる。 
④ Ｔ２がＩＣＴの操作を担当する。 
⑤ 適用問題を扱う場面の全体指導をＴ２が担当し、Ｔ１が机間指導をする。 
⑥ Ｔ２が板書を担当する。 

別紙２ 
授業改善と人材育成に向けた推進チームの活用 

網走市立中央小学校 学級数１３（校長 沼田 泰彦  推進教員 鴨部 理恵） 
網走市立西小学校  学級数 ９（校長 平野 真奈美 推進教員 竹田 克彦） 
網走市立潮見小学校 学級数２５（校長 薮下 一己  推進教員 吉岡 俊尚） 

【打合せ・授業反省の様子】 
※授業反省と翌日分の打合せは、学級担任以外の教員も含めて情報を共有している。 【好事例を共有するフォルダ（左）と写真データの例（右）】 



 

 
実際のＴＴの場面をビデオ撮影し、ミニ研修で指導の意図や方法、効果等について説明した。

多様なＴＴの場面をイメージできなかった教員の理解が深まり、「わかる授業」の実現に向けたＴ

Ｔ指導の改善が図られた。 
また、推進教員がＴ１として授業を行う際には、授業改善の参考になるよう、学習課題の設定、

発問の仕方、まとめの方法等について示範するよう努めるとともに、授業後、それらの視点につ

いて、協議を行っている。 
授業改善の視点は様々であるが、チーム３人の基本的な考えを統一することが必要であると考

え、年間数回、チーム全員で研究会や学校視察等で同じ授業を参観し、「学級の全員が思考してい

る授業」をキーワードに授業改善の視点を共有している。  
  ４ ミニ研修の実施 

「主体的・対話的で深い学び」を実現する

ための具体的な方策を示すために、勤務校の

教職員の協力のもと、多くの研修会や講演会

に参加した。研修会等で得た情報は、勤務校

で実施するミニ研修で還流している。 
ミニ研修は日常授業の改善に直結するよう、

学校課題や個々のニーズに応じてテーマを設

定している。 
① 理想の授業とは 
② 学級経営について 
③ 効果的なＴＴについて 
④ ノート指導について 
⑤ 家庭学習について 
⑥ 授業作りについて 
⑦ 対話について 
ミニ研修は、ＴＴとして授業改善に携わる中で感じたことなどについて、具体的な改善策を伝

えることを意識して実施した。また、多くの業務を抱える中で負担感なく参加してもらえるよう、

20～30分で実施できるように内容を構成している。 
   
Ⅲ 成果と課題 
１ 実践の成果  

  ○ 学習規律の定着状況など、推進チームからの情報をもとに取組の成果と課題を学校全体で共有 
することができた。それにより、課題を焦点化して具体的な改善策に取り組むことができた。 
○ 授業改善の方向性を共有することにより、各教科の指導事項や系統性、身に付けさせたい力を 
踏まえた学習指導が展開されるようになった。 

２ 今後の課題 
● 推進チームが勤務しない２週間の授業改善に不安をもつ若手教員の不安を解消するために、メ

ンター形式による打合せの充実を図る必要がある。 
● ミニ研修は、日常の授業改善に直結する取組となるよう教務部、研修部との一層の連携を図る

必要がある。 
● 打合せや反省を一層充実させ、各学級担任が授業準備に集中できる環境を整える必要がある。 

【研修で活用したスライド資料】 
※ミニ研修では、テーマごとにスライド資料を作成し、子ども

の姿や具体例を示しながら授業改善の方策を示している。 



 

 


